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先週のマーケット動向（1月 22日～1月 26日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,333.2  1,341.0  1,329.6  1,336.3  ▲2.7 

JPY/KRW 8.9960  9.0702  8.9924  9.0437  +0.032 

KOSPI 2,489.57  2,502.61  2,452.36  2,478.56  +5.82 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は概ね 1,330ウォン～1,340ウォ

ンのレンジ推移。米金利の上昇に一服感がみられ週初のド

ル/ウォンは 1,330 ウォン台前半でオープン。その後、実需

によるドル買いが膨らみ小幅上昇。翌 22日に 1,341.0ウォ

ンの週高値をつけるも、中国当局が株式市場の安定化策を

検討との報道があり、人民元が強含むとウォンも上昇した。

24日も朝方は 1,340ウォン付近で揉み合うも輸出企業によ

るドル売りフローが見られ上値は限定的。週末にかけては、

翌週に FOMC を控えていることもあり積極的な取引は手控

えられた。結局ドル/ウォンは先週末比▲2.7 ウォンの

1,336.3ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは週前半はレンジ推移。FOMC会合の内

容次第で週後半にかけて方向感が出る可能性も。今週は31

日に米FOMC会合を控え、週初は様子見ムードが続こう。ド

ル/ウォンは先週に続き1,330ウォン台での推移が継続、月

末に絡んだ輸出勢のフローにより上値は1,340ウォン付近

で重い推移を想定。FOMC会合では政策金利の据え置きが広

く予想される。足許市場の早期利下げ期待を押し返す高官

発言が続く中、パウエル議長会見でのメッセージに注目が

集まる。利下げ開始が後ずれするようなメッセージとなれ

ば、一段とドル買いが進む可能性も。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1320 ～ 1350 8.90  ～ 9.20  146.0  ～ 149.0  

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

今後の予定 

 

30日(火) 欧 1月 消費者信頼感指数 確報値
日 12月 失業率 
米 1月 カンファレンスボード消費者信頼感指数 
欧 4Q GDP 速報値

31日(水) 日 12月 鉱工業指数 速報値
中 1月 製造業PMI 
中 1月 非製造業PMI 
米 1月 ADP雇用統計 
米  FOMC 政策金利発表 

1日(木) 米 1月 製造業PMI 確報値
欧 1月 製造業PMI 確報値
米 1月 失業保険新規申請者数 
米 1月 ISM製造業景況指数 

2日(金) 米 12月 耐久財受注 確報値
米 1月 ミシガン大消費者マインド指数 確報値
米 1月 非農業部門雇用者数 
米 1月 失業率 
米 12月 製造業受注 
韓 1月 CPI 


